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L－formに関する研究

第H報　L－formの生物学的研究
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT
　It　was　reported　in　the　precediロg　paper　that　two　freshly　isolated　Proteus　vulgaris　strains

produced　abundant　L　type　colonies　on　soft　cow　serum　agar　plates　cohtaining　Penicillin

（Maikawa，1957）。

　The　biochemical　behaviour　of　the　L－form　of　Proteus　vulgaris　isτeported　in　this　paper．

　On　the　sugar　fermentatiQn，　acid　was　produced　from　glucose　and　xylose　but　not　from

maltose　and　sucrose．

　Gas　production　was　questionable．

　Gelatin　was　not　lique五ed　during　the　time　from　the　lst　day　to　the　15　th．

k

1．緒

　L－formの生物学的性状については現在十分に研究

されていない1）．その糖分解能については1950年

WeinbergerはSalmonellaのL戸formの方は糖分

解能がいくらか弱いだけで原細菌と同様に作用する

2），と述べているが，Proteus菌のL－formの糖分

解能については現在報告されていないようである．

　L－formの血清学的研究及び糖分解の研究は原二

言

菌及びPPLOとの関係を一層明らかにする上におい

て極めて重要なものと考えられる．

　著者はProteus菌のL－form　3）について糖分解，

インドール反応，ゼラチン液化ガス産生三等について

原細菌と比較実験を行ったのでその実験成績を報告す

る．

　1．使用菌株

　分離株Hx（7）及びそれより発生した継代培養20

代のL－form　3）同じ．くし－formを発生した分離株

岡本，対照株として伝研Hx，伝研Oxlgの5株につ

いて実験した．

　2．培　　地

　A．原株の糖分解用培地として次の処方のものを用

いた．

皿．実験材料及び実験方法

　　　　　　　　　　培地処方

髪ト談灘”
　以上の培地に各種糖類を0．5％の割に加えた．

　B．L－formの糖分解用培地として次め如き培地を

使用した．

　培地の処方
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　　バクトペプトン　　　　1．09

　　第一燐i酸カリ　　　0．5g

　　食：　　　　塩　　　　0．39

　　蒸　溜　水　ad　100．Occ

　pH　8．0～8．2とする．これに0．2％BTB液1．2cc

を加える，以上の培地に各種糖類0．5％の割に加え

る．100。C　15分宛3回滅菌．ついで牛血清を15％の割

に加えた．

　C．ゼラチン液化用培地として牛血清加培地No．5

3）にゼラチン20％の高層培地を使用した．

　D．ガス産生能検査のためには牛血清加培地No．5

3）の1％高層寒天を使用した．

　E．運動性検：査は牛血清加培地No．53）の0．4％高

層寒天を使用した．

皿．実験成績
　A．原株の生物学的性状

　原株としてHx（7）株，岡本株について，対照株と

して伝研Hx，伝研OxPについて糖分解試験，イン

ドール反応，形態，一グラム染色，運動性，鞭毛等につ

いて比較実験を行った，その実験成績は第1表に示し

た．

　これによるとグルコーゼは4株とも第1日後分解．

キシローゼは4株とも第1日後分解，マルトーゼは

Hx（7），伝研HX，伝研OX19の3株は第1日後：分解，

岡本株は第15日後非分解であった．

　ザリシンはHx（7）伝研Hx，伝研OX19は第1日

後分解，岡本株は第7日後分解．

　サッカローゼはHx（7），伝研HX，伝研OX19は第

1日後分解，岡本株は第7日後分解，

　ラクトー・ゼ，マーニット，アドニッド，イノジッ

ド，ズルチットは4株とも第15日後非分解であった．

　インドール反応はHx（7），岡本株は弱陽性，伝研

HX及びOX19は強陽性であった．

　形態は4株とも桿菌，グラム染色では4株ともグラ

ム陰性，固有運動はHx（7），岡本株，伝研HXは何

れも運動性あり，OXlgは固有運動なし，鞭毛はHx

（7），岡本株，伝研HXは何れも周毛菌で，　OX19は鞭

毛なし．

　以上の糖分解能よりL－formを発生したProteus

菌は　F．：KAUFFMANN　4）の分類によると　Proteus

vulgarisに位置するものである．

第1表原株の生物学的性状

グ　キ　マ

ル　　シ　　ル

コ　ロ　　ト

1　1　1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弱
＋1＋1＋1＋1＋1－15－15－5－15一5陽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性

杯　陰　　　周
　　　　十　二
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註：　1）十1………培養1日後陽性

　　　2）以下の表もこれに揃う．

一15………15日培養後も陰性

　B，L－formの糖分解

　次にL－fOfmの糖分解試験を行ったが．　L－fOfmは

普通の糖分解用培地5）では発育しないのでL－form

用糖分解培地として第2章第2項に記載したL－form

用糖分解培地を使用した．

　L－form用糖分解培地を使用して対照としてHx

（7），Ox19を用いて実験したところペプトン培地と同

様の実験成績を示したので，この培地にペニシリン
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G1．500u／mlの割に加えHx（7）とそのし－form

（継代培養20代）について糖分解試験を行った．その

実験成績は第2表に示した．

　これによるとグルコーゼはHx（7）は第1日後分

　　　　　　　　　町

第2表し－formの糖分解能

培地にペニ
シリンを含
まず

培地にペニ
シリン
1，500u／m1

を含む

Hx（7）

OX19

：Hx（7）

L－form
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ザ
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＋1　十1　＋1　＋1　＋1　一5－15－15－15－15

十1　＋1　十1　十1　＋1　－15　－15－15－15－15

＋1　十1　＋10　－15　＋13　－15　－15　－15－15－15
　　　　　　弱　　　　　弱

十13十7　－15－15　－15－15－15一一15－15－15

解，L－formでは第13日後分解した．キシローゼは

Hx（7）は第1日後分解し，　L－formでは第7日後分

解した．マルトーゼではHx（7）は第10日後弱分解

し，L－formでは第15日後非分解．ザリシンは：Hx（7）

も：L－formも第15日後非分解であった．サッカロー

ゼでは：Hx（7）は第13日後弱分解，　L－formは非分

解であった．ラクトーゼ，マンニット，アドニッド，

イノシット，ズルチットはHx（7）もし－formも第

15日後非分解であった．

　又L－formが糖分解した第7日後のキシローゼ及

び第13日後のグルコーゼ培地より各L白金耳を採り，

牛血清加培地：No．5に後培養を行ったところ多数の

L－formの集落を発生した．

　以上要約するとし－formではグルコーゼ及びキシ

ローゼでは速度が遅いが糖分解能は保持されていた

が，マルトーゼ，ザリシン，及びサッカローゼでは糖
　　　　　タ
分解能を消失していた．

　C．運動性，ガス産生能，ゼラチン液化三等につい

てHx（7）と：L－form，岡本株について比較実験し

た．その実験成績は第3表に示した．

第3表　L　formの生物字的性状

運動性（凋濁）

ガス産生能

ゼラチン液化

牛血清加培地No．5
（0．4％高層寒天）

牛血清加培地No．5
　（1’％高層寒天）

牛血清加培地No．5
（ゼラチン20％高層）

Hx（7）

鶴リン1置酒
（凋濁）

　十1

十1

十7

（透明）

　＿7

十1

＿15

L－form

ペニシリン
1，500u／cc

（透明）

　＿7

＿15

＿15

岡本株
ペニシリン
含まず

（凋濁）

　十1

十1

十10

　運動性はHx（7）は第1日後陽性，培地にペニシリ

ンを含むものは第7日後陰性，：L－fOfmでは第15日

後陰性で，岡本株は第1日後陽性であった．

　ガス産生能はHx（7）は第1日後陽性，：L－forlnで

は第15日後陰性，岡本株は第1日後陽性であった．

　ゼラチン液化性についてはHx（7）は第7日後陽

性，培地にペニシリンを含むものではHx（7）は第15

日後陰性，L－formは第15日後陰性であった．
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IV．総括並びに考按

　L－formに関する糖分解試験の報告は現在極めて

少なく，1950年WeinbergerがSalmonellaの：L－

formの糖分解に関して報告したのみである．その結

論として血清学的性質及び糖分解反応は原細菌と同様

であった，と述べている2）．

　著者は分離株Proteus　vulgarisのL－formと原細

菌の糖分解能を比較実験したところ，グルコーゼは

第13日後分解し，キシローゼは第7日後分解し，速度

は遅いが糖分解能を保持していたが，サッカローゼと

マルトーゼでは糖分解能は消失していた．このサッカ

旦一ゼとマルトーゼの糖分解能消失に関しては，原株

をペニシリン含有培地で糖分解試験を行っても著明に

糖分解能が弱くなってくるが，L－formは継代培養

を重ねるに従って，ある種の糖分解は次第に失われて

行く傾向にあるのではないかと考えられるが，この点

は今後の研究にまたねばならない．

　次にPPLOとL－formの根本的な差異の一つとし

て，L－formはもとの細菌と同じ糖分解を行うから，

L－formの固定したと思われるPPLOの糖分解の様

相はもっと変化に富んでいなければならないが，事実

PPLOの糖分解は，殆んど同じ種類のものを分解す

る6），という点があげられているが，これに関しては

し－formは原細菌と同じ糖分解を行うという実験的

根拠はSalmone11aのし－fofmに関するWeinberger

2）の報告が唯一のものであって，この報告だけで

し－form全部の糖分解の様相を結論することはでき

ないと考えられる．それは著者の実験成績ではサッカ

ローゼとマルトーゼの分解能が消失しているからであ

って，L－formの糖分解能は継代培養を重なるに従っ

て，ある種の分解能は次第に失われて行く傾向にある

と考えられるからである．この点より推論すると，生

体内で：L－formの固定したと考えられるPPLOの糖

分解の様相は余り変化に富んでいないことも予想され

得ることであるが，この点に関しても今後多数のL－

formの糖分解試験とPPLOの糖分解試験の結果が

比較検討されて解決される問題であると考えられるが

本邦においてもこの方面の研究を期待するものであ

る．

V．結

　Proteus菌のL－formについて糖分解，インドー

ル反応，ゼラチン液化，ガス産生能，運動性について

原細菌と比較実験した．成績は次の如し，

　1）L－formを発生した分離株Proteus菌は糖分解

試験の結果　F．Klauffmann　の分類による　Proteus

vulgarまsに位置するものである．

　2）L－formの糖分解能はグルコーゼ及びキシロー

論

ゼでは保持されていたが，サッカローゼ及びマルトー

ゼでは消失していた．

3）：L－formの運動性及びガス産生能，ゼラチン液

化能力は消失していた．

澗筆するに臨み，恩師谷教授の御懇篤なる御酒滋並びに御校閲

に対し深く感謝します．
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